
別記様式第２号 

 会 議 概 要 

会議の名称 平成２９年度第３回図書館協議会会議 

開 催 日 時 平成２９年１１月２８日（火） １０時～１１時４０分 

開 催 場 所 湧別図書館 多目的室 

出 席 者 名 

部会委員～内野委員長、菊地副委員長、木下委員、 

オブザーバー～宮澤委員長、石垣副委員長 

教育委員会～教育長、田中館長、高橋係長、北村係長、茂利主任 

欠 席 者 名 野田委員、田中委員、菊地得典委員 

傍聴人の数 なし 

会議の内容 

（関係部分のみ抜粋） 

 

・第２次社会教育中期計画第４専門部会 

   図書館活動の推進目標・推進項目について 

 

会 議 資 料 会議議案 

会 議 録 

■ 有 （ □全文筆記   ■要点筆記 ） 

□ 無 

備 考  

 

 



結果要旨 

○刈田教育長挨拶 

○議案第１号～議案第３号  省略 

 

○議案第４号 社会教育中期計画について（説明：高橋係長） 

前回の協議会の意見に基づいて作成された別紙を元に、現年度の中期計画と比較しなが

ら調整を行った。 

文言の整理（現状と課題の「務める」を「努める」に変更する等）のほか「今後の課

題」の中で、先に上がった図書館から離れた学校の児童生徒に図書館を体験してもら

う機会提供を検討する一文を追加することとした。 

「推進目標」についても見直しを行い、最終的に「図書館は町民の憩いの場 みんな

で学び楽しもう」に変更した。 

その他、文言の整理を行い、社会教育委員会に諮ることを了承した。 

○閉会 
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（議案）  

○案 第７節 図書館活動の現状と課題・推進目標・推進項目  

 

【図書館活動の現状と課題】  

 現在、私たちの社会は生活を彩る様々な情報と、その情報を扱う様々なメディ

アにあふれています。また、インターネットやゲームの普及、娯楽の多様化が日々

驚異的な速さで進展し、あらゆる世代の「読書離れ」が危惧される状況です。  

幼少期から心を育てる環境整備が急務といえます。  

国は読書の持つ計り知れない価値を認識し、子どもの読書活動に対し様々な支

援を行ってきました。本町も平成３０年度、「湧別町子どもの読書活動推進計画」

を策定し、町をあげての読書活動の推進に取り組み始めたところです。  

今、あらためて読書の重要性が見直され、読書活動を支える社会基盤として「図

書館が果たす役割」は、ますます高まってきています。  

 図書館活動は貸出サービスを中心に、中湧別図書館、湧別図書館の２館、移動

図書館車の巡回による広域サービスを実施、あらゆる場所で本を手に取り、自宅

で読書できる環境整備に務めています。また、貸出サービスの根幹となる図書館

資料収集・整理・保存についても、常に新鮮で適切な蔵書管理に務めており、約

１４万冊もの図書館資料は図書館システムで一括管理されています。  

学校をはじめとする教育施設、保育所、児童センター等の保育・福祉施設、家

庭教育の関係団体とも連携し読書活動の推進に務めています。  

また、図書館では、図書館司書の専門性を活かした読書活動へのアドバイス、

図書館事業の開催、関係団体との連携・支援に務めています。  

更に各種ボランティアとも連携を図り、町の読書活動の推進に向け取り組んで

いるところです。 

 

 

＜今後の課題＞ 

○ 新鮮な図書館資料の収集、適切な蔵書構成の維持と管理が必要です。 

○ 中湧別図書館・湧別図書館の両館が、町の学習拠点として、また憩いの

場として充実を図ることが必要です。 

○ 学校をはじめとする教育施設との連携が必要です。 

○ 保育所、児童センターをはじめとする保育・福祉施設との連携が必要で

す。 

○ 家庭教育の関係団体との連携が必要です。 

○ 湧別町子どもの読書活動推進計画の実現が必要です。 

○ 貸出ステーションの見直しが必要です。 

○ 図書館に来館の難しい利用者に対し、宅配サービス等の検討が必要です。 
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○案 （推進目標と推進項目）  

 

図書館活動 

推進目標  
読書は心の栄養剤・図書館は町民の憩いの場  

 

項  目  課題解決のための方策  

人
、
自
然
、
ふ
る
さ
と
か
ら
学
び
、
地
域
と
共
に
生
き
る 

図
書
館
資
料
の
収
集
、 

整
理
保
存 

●町民の読書傾向をふまえ、新鮮な図書購入に努めます。 

●郷土資料の収集と分類整理を推進します。 

●多様な資料を収集し、中湧別図書館と湧別図書館、並び

に移動図書館における蔵書構成の維持管理に努めます。 

 

利
用
促
進
、 

読
書
機
会
の
提
供 

●読書の喜びを伝える魅力的な展示を行います。 

●湧別、中湧別２館それぞれが持つ特徴を活かした展示や

イベントを行います。 

●図書館が気軽に集える空間としての環境を整備します。 

●図書館システムの更新を行い、図書館資料の適切な管理

と利用者の利便性を高めます。 

●来館の難しい町民に向けての読書環境を整備します。 

●移動手段の限られた子どもや高齢者の読書機会を提供す

る湧別、中湧別２館体制の充実を図ります。 

地
域
社
会
と
の 

交
流
・
団
体
活
動 

●適切な移動図書館車運行を実施し、町内全域に向けて読

書活動を推進します。 

●町内施設・団体との交流、読書活動を推進します。 

●町内施設・団体を窓口に、図書館資料を活用した読書活

動を推進します。 

 

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

●学校をはじめとする教育施設との連携を図ります。 

●保育所、児童センターをはじめとする保育・福祉施設と

の連携を図ります。 

●家庭教育の関係団体との連携を図ります。 

●「子どもの読書活動推進計画」により、子どもたちの読

書環境を整備します。 

●広く図書館情報を発信します。 

●図書館ボランティアとの連携強化に努めます。 

●ネットワークを活用した図書館間の連携を図ります。 
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（審議後案）  

○案 第７節 図書館活動の現状と課題・推進目標・推進項目  

 

【図書館活動の現状と課題】  

 現在、私たちの社会は生活を彩る様々な情報と、その情報を扱う様々なメディ

アにあふれています。また、インターネットやゲームの普及、娯楽の多様化が日々

驚異的な速さで進展し、あらゆる世代の「読書離れ」が危惧される状況です。こ

のような社会環境にだからこそ、幼少期から心を育てる環境整備が急務といえま

す。  

国は読書の持つ計り知れない価値を認識し、子どもの読書活動に対し様々な支

援を行ってきました。本町も平成３０年度、「湧別町子どもの読書活動推進計画」

を策定し、町をあげての読書活動の推進に取り組み始めたところです。  

今、あらためて読書の重要性が見直され、読書活動を支える社会基盤として「図

書館が果たす役割」は、ますます高まってきています。  

 図書館活動は貸出サービスを中心に、中湧別図書館、湧別図書館の２館、移動

図書館車の巡回による広域サービスを実施、あらゆる場所で本を手に取り、自宅

で読書できる環境整備に努めています。また、貸出サービスの根幹となる図書館

資料収集・整理・保存についても、常に新鮮で適切な蔵書管理に努めており、約

１４万冊もの図書館資料は図書館システムで一括管理されています。  

学校をはじめとする教育施設、保育所、児童センター等の保育・福祉施設、家

庭教育の関係団体とも連携し読書活動の推進に努めています。  

また、図書館では、図書館司書の専門性を活かした読書活動へのアドバイス、

図書館事業の開催、関係団体との連携・支援に努めています。更に各種ボランテ

ィアとも連携を図り、町の読書活動の推進に努めていきます。 

 

 

＜今後の課題＞ 

○ 新鮮な図書館資料の収集、適切な蔵書構成の維持と管理が必要です。 

○ 中湧別図書館・湧別図書館の両館が、町の学習拠点として、また憩いの

場として充実を図ることが必要です。 

○ 学校をはじめとする教育施設との連携が必要です。 

○ 保育所、児童センターをはじめとする保育・福祉施設との連携が必要で

す。 

○ 家庭教育の関係団体との連携が必要です。 

○ 湧別町子どもの読書活動推進計画の実現が必要です。 

○ 貸出ステーションの見直しが必要です。 

○ 図書館に来館の難しい利用者に対し、宅配サービス等の検討が必要です。 

○ 遠隔地に居住する児童生徒等に対し、送迎サービスの検討が必要です。 
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（推進目標と推進項目）  
 

図書館活動 

推進目標  
図書館は町民の憩いの場 みんなで学び楽しもう  

 

項  目  課題解決のための方策  

人
、
自
然
、
ふ
る
さ
と
か
ら
学
び
、
地
域
と
共
に
生
き
る 

図
書
館
資
料
の
収
集
、 

整
理
保
存 

●町民の読書傾向をふまえ、新鮮な図書購入に努めます。 

●郷土資料の収集と分類整理を推進します。 

●多様な資料を収集し、中湧別図書館と湧別図書館、並び

に移動図書館における蔵書構成の維持管理に努めます。 

 

利
用
促
進
、 

読
書
機
会
の
提
供 

●読書の喜びを伝える魅力的な展示を行います。 

●湧別、中湧別２館それぞれが持つ特徴を活かした展示や

イベントを行います。 

●気軽に集える読書環境を整備します。 

●図書館システムの更新を行い、図書館資料の適切な管理

と利用者の利便性を高めます。 

●来館の難しい町民に向けての読書環境を整備します。 

●移動手段の限られた子どもや高齢者の読書機会を提供す

る湧別、中湧別２館体制の充実を図ります。 

地
域
社
会
と
の 

交
流
・
団
体
活
動 

●適切な移動図書館車運行を実施し、町内全域に向けて読

書活動を推進します。 

●町内施設・団体との交流、読書活動を推進します。 

●町内施設・団体を窓口に、図書館資料を活用した読書活

動を推進します。 

 

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

●学校をはじめとする教育施設との連携を図ります。 

●保育所、児童センターをはじめとする保育・福祉施設と

の連携を図ります。 

●家庭教育の関係団体との連携を図ります。 

●「子どもの読書活動推進計画」により、子どもたちの読

書環境を整備します。 

●広く図書館情報を発信します。 

●図書館ボランティアとの連携強化に努めます。 

●ネットワークを活用した図書館間の連携を図ります。 

 

 


